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小計 339（55．0） 190（30．8） 79（12．8） 8（1．3） 616（100）
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はほとんどみられない．一方，長野県外は，昭和
57年のみ極めて多く63名（54．3％）を示している
が昭和56，58，59年では13名～23名（11～20％）
の範囲内で大きな変化はない．
　以上のことから塩尻地区における減少が全ての
来院患者数の減少に影響していると思われる．ま
た塩尻地区は昭和56，57，58年の3ヵ年において
は各年の来院患者数は最も多かったが昭和59年に
おいては来院患者数は，長野県内の方が塩尻地区
よりも多くなっている．
　昭和57年の長野県外者が63名と他の3ヵ年（昭
和56年17名，58年23名，59年13名）に比べてきわ
めて多いのは，この年における県外からの臨床実
習生による紹介患者が急増したことに原因がある
と考えられる．
結 論
　本調査は，昭和56年1月から昭和59年12月に至
る4年間に松本歯科大学附属病院補綴科外来患者
者中歯科補綴学第1講座で取り扱った1，285名，
2，420個の総義歯および局部床i義歯について実態
調査を行い次のような結果を得た．
　1．来院患者数は年々減少の傾向を示し昭和59
年は昭和56年よりも5％少ない．また来院患者の
男女比は女性の方が約5％高い．
　2．総義歯の性別装着頻度は，女性の方が男性
より142床（10．6％）多い．
　3．局部床義歯の性別装着頻度は，男性565床
（51．7％），女性527床（48．3％）で著しい差は認
められない．
　4．総義歯と局部床義歯の装置頻度を比較する
と総義歯の方が局部床義歯より236床（6．6％）多
く，他大学の調査結果とは逆の結果を示している．
これは先にのべたように長野県における老齢人口
の占める割合が他県に比べて高いIS｝という理由
とこの地域における患者の歯科治療に対する意識
程度の影響によるものと思われる．
　5．総義歯，局部床義歯の年代別装着患者数は，
総i義歯では50歳～70歳代に集中している．局部床
義歯では40歳～60歳代に集中し総義歯の方が約10
歳高くなっているがこれは他大学の調査結果と類
似している．
　6．Kennedyの分類による比較では，上下顎と
もClass　Iが最も多く認められ以下Class　II　III
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IVの順である．
　7．来院患老の地区別分布については，塩尻地
区および長野県内を合計すると約70％を占め，松
本地区からの来院は少ない．塩尻地区は経年的に
減少傾向を示しこれが来院患者数の減少を左右し
ているものと思われる．
　以上今回の実態調査は，項目，方法その他不十
分な点があり，資料として完全ではないが今後の
補綴臨床ならびに学生の臨床実習に対して些かの
参考となった．さらに充実した調査を行うよう検
討中である．
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